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1980年頃から西日本地域を中心として人体顎口虫症が

発生した．これら患者は中国，東南アジア方面から輸入

されたと思われるドジョウの生食により感染した．西村

ら（1981）は国内で市販されているドジョウを人工胃液

により消化し，初めて顎口虫幼虫（小型）を検出した．

赤羽ら（1982ｂ）はドジョウに寄生する小型の幼虫の実

験感染で初めて成虫を得，光顕的に|剛鰊顎口虫Ｇ"αz/jo‐

sZol"α/jiSPM""‘と同定した．古賀ら（1984）は中華人

民共和国（中国）産剛鯨顎口虫成虫と実験的に得られた

本成虫とを走査電顕（SEM）レベルで直接比較し，これ

らが同一であることを確認した．今回1980年から福岡市

販のドジョウをガラス板圧平法および人工消化法を用い

て検索し，顎口虫の寄生数，寄生部位および感染率の季

節的変動について調査した．得られた幼虫は光顕および

SEMレベルでその形態を観察したまた各種動物への実

験感染を行い，その感染性について検討した．

顎口虫幼虫の各発育段階における名称に関しては，羽

鳥（1944)，宮崎（1952)，宮崎・石井（1952）が第１中

間宿主であるケンミジンコ中で十分発育した幼虫を第２

期幼虫，第２中間宿主である魚類や有尾類およびpara‐

tenichosts中に被嚢する幼虫を第３期幼虫とした．有田

(1953)，石井（1956）は日本顎口虫およびドロレス顎口

虫において，ケンミジンコ内での発育で２回の脱皮を確

認しているものの固有名詞として第２期幼虫と呼称して

いる．その後，Ａｓｈ（1962)，Ｋｏｇａａｎｄｌｓｈｉｉ（1981）は

幼虫の脱皮状態からケンミジンコ内の成熟幼虫をearly

thirdstagelarva，魚類等の中に被嚢する幼虫をadvan＿

cedthirdstagelarvaとしている．赤羽ら（1982ａ，

b）はそれらに倣ってearlythirdstagelarvaを第３前

期幼虫，advancedthirdstagelarvaを第３後期幼虫と

呼んでいる．しかし今日まで何れの顎口虫においても自

然界では，第１期，第２期およびケンミジンコ内の第３

期幼虫が発見されておらず，ドジョウに自然感染してい

る幼虫が上記いずれの段階に位置するのかはまだ確定さ

れていない．

今回著者らはドジョウからの小型幼虫をearlythird

stagelarva(ＥＬ３と略す),大型幼虫をadvancedthird

stagelarva（Ａｄ・Ｌ３と略す)，およびＥＬ３をラットに感

染して得られた幼虫をrat，advancedthirdstagelarva

(Ｒ,ＡｄＬ３と略す）と便宜的に呼ぶことにした．

材料および方法

ドジョウの入手および検査：福岡市内の鮮魚業者から

購入したドジョウMsgw7""ｓα"g"//"cα"ｃＺａｍｓ４,461

尾（大きさ約10～20ｃｍ）について検索した．このうち

1,519尾については筋肉と内臓を分離した後，筋肉は薄

切し,内臓はそのまま，２枚のガラス板に挾んで実体顕微

鏡下で観察した．残りの2,942尾については内臓のみ人

工消化液〔ペプシン（力価１：10,000）0.29,塩酸0.7

ｍ１，水100ｍl〕を用いて消化し，顎口虫幼虫の検出を試

みた．

台湾，嘉義市および韓国，大耶市産のドジョウＭＩＳ‐

g"γ""ｓα"g”"ｉｃａＭａｔ"ｓは各々186尾，307尾を現地採

集し，筋肉，内臓をガラス板圧平法で検索した．

各種動物への実験感染：（i）ＥＬ３をカエル，ラット，

ネコ，イヌ，ブタに実験感染させた．ヌマガエルＲａ刀α

Jim"oc/ｉａ７ｉｓｌ２匹中６匹に幼虫を10匹ずつ経口投与し，

Ｄ九州大学医学部寄生虫学教室２)琉球大学医学部寄生

虫学教室3)大韓民国慶北大学校医科大学寄生虫学教室

4)中華民国嘉義市羅内児科診所
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(Tableｌ)．1980年10月から1981年４月までのドジョウ

1,519尾については，－尾ずつガラス板圧平法で検索し

た．幼虫はドジョウの内臓からのみ検出され，筋肉から

は全く検出されなかった．1981年11月から1982年６月ま

でのドジョウ2,942尾については幼虫回収のみの目的で

あったため，内臓だけを消化した．従って，感染率，寄

生部位は不明である．

感染ドジョウ１尾あたりの幼虫寄生数は１～２匹が最

も多く，最高は68匹であった．得られた幼虫には小型

のもの（ＥＬ３）と大型のもの（ＡｄＬ３）の２種類があっ

た.小型の幼虫はすべてドジョウの胃壁に寄生しており，

被嚢しているものと被嚢していないものが見られた．

福岡市販のドジョウ以外に台湾嘉義市および韓国大邸

市で採集したドジョウ493尾について筋肉，内臓を検索

したが，顎口虫を検出することはできなかった．

２．幼虫の形態：ＥＬ３はシストの大きさ0.15～０２３

ｍｍ（Figs､４，５）で，体長0.60～LOO×006～０．１０ｍｍ

(平均0.81×０．０８ｍｍ)(Fig.９）であった．頭球の表面に

は４列の鉤が並び，その形は縦長で(Fig.１)，それぞれ

の鉤数は１列目から32～38(平均36),37～41(40),39～４４

(42)，４２～48(45)であった(Table３)．ＳＥＭレベルの観

察で幼虫は頭球のすぐ後方から輪節に沿って小皮疎（約

Ｏ３ｕｍ）が認められ，体前部の輪節間隔約Ｌ６ｕｍ(Fig.

11)，輪節数は184～214であった．尾端部には乳頭突起

は認められず，皮練も見られなかった（Fig.１２)．頚乳

頭は輪節の第10～11列目間（４個体)，第11～12列月間

（８個体)，第12～13列目間（２個体）に外皮から突出し

て認められた．

ＡｄＬ３はドジョウ4,461尾を検索してその内臓から９

匹が得られた．このうち１匹を形態観察に用い，他８匹

は実験感染に用いた．寄生部位はガラス板圧平法による

検索でも確認できなかったが，幼虫は被嚢していた．シ

ストの大きさは７３oz〔ｍ，幼虫の大きさ３．００×0.25ｍｍ

（Fig.１０)，頭球の大きさl50x75lfmであった.頭球には

４列の鉤が並び,鉤の形は縦長,鉤数は第１列目から４２，

４０，４５，４８であった（Fig.２)．体前部の皮赫は大きさ約

1.2βｍでその部の輪節間隔は約8.5α、（Fig.13)，輪節

数は187であった．頚乳頭は輪節の第10～11列目間に認

められ，外皮から円錐様に突出していた．尾端部は試料

が少なく十分観察できなかった（Fig.１４)．

３．動物への実験感染：i）ＥＬ３の実験感染．カエ

ルではＴａｂｌｅ２に示すように投与後23日目では被嚢し

た幼虫はなかったが，投与100日目では冑，肝，腸間膜に

被嚢した幼虫を認めた（Fig.６)．虫体の大きさは投与菰

投与後23日目と100日目に剖検，冑，腸，肝，腸間膜，

腹壁について検索した．他の６匹は対照群とした．ラッ

ト（Donryustrain）１３頭にそれぞれ５～35匹の幼虫を経

口投与し60～90日後に剖検，胃，肝，筋肉について主に

消化法を用いて検索した．ネコ，イヌ各1頭に幼虫を３０

匹ずつ経口投与し６カ月後に剖検，胃，肝，尿路系を検

索した．ブタ２頭中１頭（landrace，３カ月齢）には30匹

の幼虫を１回，他１頭（miniaturepig，３カ月齢）には

191匹の幼虫を５回に分けて経口投与し，それぞれ8.5カ

月，１２カ月後に剖検した．ネコ，イヌ，ブタについては

投与後２カ月目から，週１回の糞便検査を行った．

（ii）ＡｄＬ３をラット，フェレット，ネコに感染さ

せた．ラット（Donryustrain）1頭に３匹の幼虫を経口

投与し，３カ月後に剖検，冑，肝，筋肉について検索し

た．フエレットＭ"ｓｔｃγα〃igr”Ｃｓ２頭中１頭に２匹の

幼虫，他１頭には福岡大学医学部寄生虫学教室より分与

された４匹を経口投与し，１０カ月後に剖検，胃，肝，尿

路系について検索した．ネコ１頭に３匹の幼虫を腹腔内

投与した．フェレットネコは投与後２カ月目から週１

回の糞便検査を行った．

（iii）Ｒ，ＡｄＬ３はラットの中で十分発育したものを

ブタ２頭（miniaturepig，３カ月齢）に投与した1頭

には118匹の幼虫を４回に分けて経口投与し，他１頭に

は同40匹を腹腔内投与して，それぞれ12カ月，１０カ月後

に剖検した．イヌ１頭に30匹の幼虫を経口投与し，６カ

月後に剖検した．ブタ，イヌとも投与後30日目から週１

回の糞便検査を行った．

組織標本：ドジョウの胃およびカエルの肝臓に被嚢す

る顎口虫幼虫は常法によって連続切片を作製し，ヘマト

キシリン・エオジン染色を施した．

走査電子顕微鏡的観察：ＥＬ３,ＡｄＬ３およびＲ，Ａｄ、

Ｌ３をＳＥＭで観察した．試料は水道水でよく洗浄後，

１０％のホルマリンで固定，再び水道水で脱ホルマリンし

てMillonig,sbuHersolution(ｐＨ7.4）に浸漬し，１％

ＯｓＯ４で２～３時間，後固定した．試料はエタノール系

列で脱水後，酢酸イソアミルに置換，液体二酸化炭素中

で臨界点乾燥を行った．その後，イオンスパッターコー

ティング装置（JEOLFC-1100）を用いて金蒸着を行

いＳＥＭ（ＪＥＯＬＪＳＭ－Ｕ３）１５ｋＶで観察した．

結果

１．ドジョウの検査成績：1980年から1982年に亘って

１５カ月間，福岡市販ドジョウを検索した結果，１０月から

２月までの秋冬期は顎口虫の感染率が著しく低かった

（４８）
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TablelSeasonalincidenceofgnathostomelarvaeinimportedloaches

Ｎｏ．ofloaches Nqoflarvaerecovered
Infectionrate

（％）
Year Month

examinedinfected ＥＬ３ ＡｄＬ３

October

November

December

199

127

９７

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

1980

January

February

March

April

November

December

７
３
９
７
０
８

９
０
８
０
０
７

２
３
３
１
２
１

２
３
１
７
０
０

４
１

３
３
７
０
０
０

２
６

２

０
０
３
０
０
０

７
０
５
９

●
、
●
●

０
１
０
５
０
０

１
１1981

January

February

March

April

May

June

111

９６

１，０５６

７２０

４６９

１１２

＊
＊
＊
＊

〈
Ｕ
〈
Ｕ
｜
｜
｜
’

０
０
９
３
６
９

８
３
４
０
１

０
０
２
２
０
２

０

０

（8.6)↑

（4.8)↑

（9.8)↑

(99.1)↑

1982

Total (12.9)↑570 ９４，４６１

ＥＬ３＝earlythirdstagelarva

AdL3＝advancedthirdstagelarva

＊Eachviscusoftheloachesexaminedwasdigestedinamixtureinartificialgastricjuice，

ＴＩｎｐａｒｅｎｔｈｅｓｅｓｉｓｓｈｏｗｎｔｈｅｒａｔｅｏｆthenumberofthelarvaerecoveredtothenumberof

loachesexamined（％)．

Table2Experimentalinfectionwithgnathostomelarvae（ＥＬ３）fromtheloachestofrogs，
Ｒａ"αＺｉ"z"oｃｈａ７ｉｓ

Ｎｏ．oflarvaerecoveredfromＮｏ．ｏｆ

ｌａｒｖａｅ

ｇｌｖｅｎ

Durationof

infection

（days）

TotalＦｒｏｇＮｏ． IntestinalMesenteryAbdominalStomachLiver
waUwallwall

３
４
８
７
８
４

５＊

７＊

２３

２３

１００

１００

１
２
３
４
５
６

０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

０
４
０
０

↑
↑

５
０
７
３

０

１

１↑

０

Ｔ

２
２
０
１

１
０
０
０

＊Ｔｈｅｓｅｔｗｏｆｒｏｇｓｄｉｅｄａｎｄｔｈｅｌａｒｖａｅｗererecoveredwhendigestedinartificialgastricjuice

TEncysted・

Ｓｉｘｆｒｏｇｓｕｓｅｄｆｏｒｔｈｅｃｏｎｔｒｏｌｗｅｒｅｎotinfected．

3)．ラットではすべての個体の筋肉から3～24匹の幼虫

(Ｒ，ＡｄＬ３）が回収された．虫体の大きさは3.70×

0.30ｍｍとかなり大きくなっているが，頭球表面には

同じく４列の鉤（Fig.３）が見られ，各鉤数は第１列目

0.60～1.00ｍｍであったものが，感染23日目では1.19～

2.43ｍｍと大きくなっていた．しかし，その後100日目

までは大きさに変化が見られなかった．頭球鉤数および

体部輪節数は投与前と差が認められなかった（Table

（４９）
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Table3MeasurementsofgnathostomｅｌａｒｖａｅｒｅａｒｅｄｉｎＲα"α〃""oc/ｍ７ｉｓ

1002３5-7Durationofinfection（days） ０

notexamined

O､７１－０．９０×

０．０７－０．１０

63-80×34-40

notencysted

1.19-2.43×

0.13-0.23

100-148×45-75

０．６５×０．５８

１．６４－２．１５×

0.15-0.20

115-143×５０－６３

０．１５×０．２３

０．６０－１．００×

0.06-0.10

50-75×35-45

Cyst（ｍ、）

Body（length×width）（ｍ、）

Ｈｅａｄｂｕｌｂい、）

Ｎｏ．ｏｆｈｏｏｋｌｅｔｓｏｎｈｅａｄｂｕｌｂ

ｌｓｔｒｏｗ

２nｄｒｏｗ

３rｄｒｏｗ

４throw

NQoftransversestriations

32-38

37-41

39-44

42-48

184-214

43-45

41-44

44-46

47-50

184-229

39-43

39-42

３９－４６

47-49

202-221

Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｈｏｏｋｌｅｔｓｏｎｔｈｅｈｅａｄｂｕlbwascountedonrespectivethreelarvaeobtainedondays23
andlOO．

虫陽性率は季節により変動するように思われた．しか

し，赤羽・真子（1984）の５月から１２月までの報告で

は，季節による差が認められず，さらに検討する必要が

あると思われた．

輪出国に関しては，昭和55および56年度の厚生省大阪

および福岡空港食品衛生監視員事務所の資料によると中

華人民共和国（中国)，中華民国（台湾)，大韓民国（韓

国）などから大量のドジョウが輸入されている．西村ら

(1981,1982)，西村（1983）は台湾産，中国産,韓国産，

赤羽ら（1982ｂ)，真子ら（1983）は中国（北京，南京）

産，吉村ら（1983）は中国産（－部韓国産）のドジョウ

から顎口虫幼虫を検出している．今回著者らは福岡市販

のドジョウから同幼虫を得たが，一旦市場に出たドジョ

ウの正確な輪出国は不明であった．そこで，台湾，韓国

でドジョウを現地採集して検索したが，すべて陰性であ

った．このことが台湾，韓国産のドジョウには同幼虫が

寄生していないということにはただちに結びつかない

が，今後中国大陸も含めてさらに広範囲に原地産ドジョ

ウの調査がなされるべきであると考える．

赤羽ら（1982ａ)，西村（1983)，吉村ら（1983）は幼虫

はすべてドジョウの肝臓に寄生すると述べているが，今

回著者らは胃壁からのみ検出し，寄生部位に差が見られ

た．西村ら（1982）は幼虫（ＥＬ３）の輪節数は200列を

越えると報告しているが，著者らのＳＥＭを用いての観

察では184～214と200未満のものも見られた．頸乳頭は

輪節の第10列目から第13列目付近に体壁外皮から隆起し

ていることがＳＥＭレベルで明らかとなった．これらの

SEM所見は近藤ら（1984）の報告と一致した．宮崎

(1952）は本邦に生息する３種の顎口虫（GSP伽ger…．

からそれぞれ４０，４１，４７，４８，体部の輪節数は208であっ

た．頚乳頭の位置は輪節の第10～11列月間（３匹)，第

11～12列目間（１匹)，第12～13列月間（１匹）で，投与

前に比して差がなかった．体前部の皮鰊の大きさ約２

〃ｍで輪節間隔は約9.2βｍであった（Fig.15)．皮練は

体末端部まで見られたが，末端部ではその配列が疎であ

り，大きさも約１〃ｍと小さかった．尾端部に１対の乳

頭様突起を認め，この部に皮辣は見られなかった（Fig

l6)．

ｉｉ）ＡｄＬ３の実験感染．ラット１頭，フエレット２

頭をそれぞれ３，１０，１０カ月後に剖検したが，幼虫は検

出されなかった．ネコ１頭には直接腹腔内に投与した

が，２カ月後に死亡したため，剖検して胃壁についての

み検索したが，虫体は検出できなかった．

iii）Ｒ，ＡｄＬ３の実験感染．Ｒ，ＡｄＬ３をブタ２

頭，イヌ１頭に感染させ，６～12カ月後に剖検したが，

胃，肝に虫体は認められなかった．

考察

西村（1983）は中央市場に入荷したドジョウを検索

し，顎口虫幼虫の季節別陽性率を検討している．すなわ

ち１月～４月は622尾中24尾陽`性で陽性率3.9％，５月～８

月は423尾中64尾，陽』性率15.1％，９月～12月は920尾中

23尾，陽』性率2.5％で気温の高い時期に陽`性率が高いと

述べているドジョウ産出国で直接調査したものでな

く，流通市場のドジョウの調査であるので明確ではない

が，今回の著者らの調査でも10月から翌年２月までの秋

冬期に感染率が著しく低く，３月から６月が高く，西村

の報告と一致した．このように輸入ドジョウの顎口虫幼

(５０）
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＊Miyazaki（1952）ＴＷａｎｇｅＺａＺ．（1976）

Inparenthesesisshownthemeannumber．

の大きさと外観から第３前期幼虫であると述べている．

同様に，マウス，ラットからは14～30日目に幼虫（1.5～

３２ｍｍ）を得て，第３後期幼虫であると述べている．宮

崎・梅谷（1951)，宮崎（1952）はケンミジンコ内で十分

に発育した有練顎口虫幼虫に生殖原基の存在を記載し，

カムルチイから得た同幼虫には陰門の形成を認めてい

る．今回著者らはドジョウからの小型幼虫に生殖原基を

認め（Fig.７)，カエルから100日目に得られた幼虫の中

には陰門の形成を認めた（Fig.８）しかし今日まで何れ

の顎口虫においても自然界では第１期，第２期およびケ

ンミジンコ内でのearlythirdstagelarvaが発見されて

いない．今回ドジョウに自然感染していた幼虫はその大

きさと生殖原基が認められるところからearlythird

stagelarvaに近いと判断し，便宜上ＥＬ３とし，カエ

ル，ラットからのものは大きさ，陰門の形成からａｄ‐

vancedthirdstagelarvaの状態と判断した．ＥＬ３は

ラットに容易に感染してadvancedthirdstageの段階

まで発育し，輪節間隔は約10倍程大きくなるが，脱皮が

行われるか否かは不明であった．他の哺乳動物への感

染'性は悪く，特にブタに関してはGolovin（1956）

Daengsvang（1972)，ＷａｎｇｅＺａＺ．（1976）はケンミジ

ンコ内のＧ/if”i血沈の幼虫は直接ブタに感染して

成虫に成り得ると述べているが，今回ドジョウからの幼

虫（EL3）を直接２頭のブタに投与しても成虫は得られ

ず，本幼虫が直接ブタに感染したという報告もない．ま

た，Ｒ，ＡｄＬ３をミニブタ２頭（３カ月齢）に経口(118

匹）および腹腔内（40匹）投与したが，感染が成立しな

かった．高倉ら（1984）は生後１カ月の仔豚８頭に実験

感染を行って，６頭の糞便内に虫卵の排泄を認めたが，

成虫が得られたのは２頭からであった．これらのことか

ら，本邦産家畜豚（特に成長豚）には本幼虫が感染しに

くく，また，感染して成虫になっても自然排虫され易い

ことが推察された．

GcZoZoγesf，Ｇ〃ippo刀加、）のケンミジンコ内成熟幼

虫について,その頭球鉤の列数,大きさ，各列の鉤数から

幼虫レベルでの同定は容易であると述べているすなわ

ち，Ｇｑｐｉ"jgeγ…は各列の鉤数がほとんど40以上，か

つ後列程その数が増加し，GcZoJo7eSiは各列40以下で，

第４列の鉤数が少ないＧ〃i'PC"加加は３列しかな

く，各列の鉤数は40を越えない．今回のドジョウからの

ＥＬ３は後列程多くなり，第１列目は４０を越えるものが

少ないが,第２列目以降は40を越えるものが多い（Table

4)．これはGSPi"jger"、とＧ・aoJoγｃｓｉの中間に位置

し，従って今後本邦にＧ，/iiW伽加が定着した場合，

本虫を幼虫レベルで同定するのは困難と思われた．

ＡｄＬ３は回収虫体数が少なく，観察不十分であるが，

SEMレベルの観察で輪節数は187列と少なく，頸乳頭は

輪節の第10～11列日間に外皮から突出して認められた．

駒屋ら（1945)，大鶴・片桐（1958）は中国の有鰊顎口虫

幼虫は大部分が魚類の内臓に寄生すると報告している．

ドジョウの内臓に寄生する本幼虫（ＡｄＬ３）の種名を検

討するため，上海の魚類の内臓に寄生していた有赫顎口

虫幼虫を入手し，比較した．中国産のもの（２個体)は体

長4.5ｍｍ，4.6ｍｍで頭球には４列の鉤が並び，鉤の形

は縦長，各列の鉤数は第１列目から３８，４３，４０，４６であ

った．体部には小皮鰊が末端部まで認められ，輪節数は

それぞれ235,248であった．頸乳頭の位置は試料保存不

良のため確認できなかった．その結果，両者に顕著な差

は認められなかったが，輪節数に差が見られ，ＡｄＬ３を

中国産有疎顎口虫と同一とすることはできなかった．

動物への実験感染では赤羽ら（1983）がドジョウから

の幼虫（ＥＬ３）を金魚，カエル，トカゲ，ウズラ，マウ

ス，ラットに投与し，１４～45日目に金魚，カエル，マウ

ス，ラットから幼虫を回収している．すなわち，金魚１

尾から37日目に１匹の幼虫（0.6ｍｍ）およびカエル１

匹から45日目に２匹の幼虫（0.7,1.1ｍｍ）を得て，そ

(５１）
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ドジョウの内臓に寄生するＡｄＬ３については，中国

の有練顎口虫の可能性からネコに投与し，またG

Uiet"α〃c"腕の可能性からフェレットに投与したが感

染は成立せず，試料不足で十分な実験はできなかった．

まとめ

福岡市販のドジョウ4,461尾について顎口虫幼虫を検

索した．このうち1,519尾は個体別,臓器別にガラス板圧

平法で検索し，他2,942尾は内臓のみ消化法で検索した．

ドジョウの顎口虫陽性率は３～６月が高く，１０～２月が

低かった．ドジョウ１尾当りの幼虫寄生数は１～２匹が

最も多かった．幼虫の大部分は剛赫顎口虫で，その発育

段階はearlythirdstagelarvaに近かった．また少数の

種名不明の大型幼虫（advancedthirdstagelarvaと思

われる）も得られた．剛疎顎口虫はドジョウの胃壁に被

襄あるいは被嚢していない状態で寄生しており，肝臓か

らは検出されなかった．大型幼虫はドジョウの内臓（部

位不明）に被嚢して寄生していた．剛鰊顎口虫幼虫は大

きさ0.60～１．００×0.06～0.10ｍｍで頭球表面に４列の

鉤を有し，その鉤数は第１列目から３６，４０，４２，４５であ

った．体部は末端部まで輪節（輪節数184～214）に沿っ

て皮赫が見られるが，尾端は皮赫を欠き，乳頭は見られ

ない。頸乳頭は輪節の第10～13列目付近に外皮から隆起

して見られた．

剛辣顎口虫をラットに投与して得られた幼虫（Ｒ,Ａｄ・

Ｌ３と略す）のＳＥＭレベル観察で，その尾端に１対の

乳頭が認められ，その部位は皮鰊を欠く．大型幼虫の

SEM観察で輪節数は187,頸乳頭は第10～11列目間に

外皮から突出して見られた．大型幼虫を中国産有鰊顎口

虫advancedthirdstagelarvaと比較したが，同一種と

することはできなかった．剛疎顎口虫幼虫の各種動物へ

の実験感染ではカエルから１００日目にadvancedthird

stagelarvaが回収された．１００日目の幼虫はすべて被嚢

し，陰門の形成が認められる個体もあった．哺乳動物へ

の感染実験としては剛鰊顎口虫幼虫をラット，ネコ，イ

ヌ，ブタへ，大型幼虫をラット，フェレット，ネコへ，

剛練顎口虫Ｒ，ＡｄＬ３をイヌ，ブタへ各々実施した．

その結果，mIljlijli顎口虫幼虫は容易にラットに感染した

が，その他では，感染の成立がみられなかった．ドジョ

ウの産出国別調査のため，台湾，韓国で現地採集したド

ジョウ493尾を検索したが，顎口虫幼虫は検出し得なか

った．
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いた九州大学農学部水産学第２講座の松井誠一博士に深

謝致します．フェレットの譲与にご便宣を頂いた九州大

学薬学部西岡五夫教授，武田薬品光工場宿田幸男次長，

貴重な試料を提供して下さった中国医学科学院寄生虫病

研究所Ｄｒ・Shou-PaiMaoおよび福岡大学医学部赤羽

啓栄助教授に謝意を表します．また，種々協力を預いた

九州大学医学部寄生虫学教室員諸氏に深謝致します．

文献

１）赤羽啓栄・岩田久寿郎・宮崎一郎（1982ａ）：

輸入された新しい顎口虫症．臨肺と研究，59,
854-856.

2）赤羽啓栄・岩田久寿郎・宮崎一郎（1982ｂ）：
中国から輸入されたドジョウに寄生していた1m''１

練顎口虫Ｇ"αthostomα/ii幼i”７PzFedchenko，

1872．寄生虫誌，31,507-516.

3）赤羽啓栄・真子俊博・岩田久寿郎・宮崎一郎

（1983）：剛鰊顎口虫Ｇ"αr/ZoSto加aAiWcZtm
Fedchenko，1872の生活史に関する研究．第１

報．ドジョウ寄生の第３前期幼虫を数種の脊椎

動物に与えた実験．寄生虫誌，32,459-464.

4）赤羽啓栄・真子俊博（1984）：中国産輸入ドジ

ョウの剛練顎口虫寄生状況．寄生虫誌，３３，

５０９－５１３．

５）有田道夫（1953）：イタチに寄生する２種の顎

口虫に関する研究．医学研究，23,1729-1749.

6）Ash，ＬＲ．（1962）：DevelopmentofG"α‐

ｵﾉjostomaP7ocﾂo"jsChandler，1942,inthe

firstandsecondintermediatehosts・JPara‐

sito1.,48,298-305.

7）Daengsvang，Ｓ（1972）：Anexperimental

studyonthelifecyｃｌｅｏｆＧ〃αrhostomahis‐

が伽mFedchenko,1872inThailandwith

specialrefereｎｃｅｔｏｔｈｅｉｎｃｉｄｅｎｃｅａｎｄｓｏｍｅ

ｓｉｇｎｉｆicantmorphologicalcharactersofthe

adultandlarvalstages・SoutheastAsianJ

Trop・MedPubLHealth，3,376-389.

8）Golovin，０．Ｖ．（1956）：Ｔｈｅｂｉｏｌｏｇｙｏｆ

Ｇ"αZ/josZomaノjiqPfazJm・DokladiAkademii

NaukSSSR、111,242-244（Quotedfrom

HelminthoLAbstr.，25,265-266,1958）

９）羽鳥重郎（1944）：泰国に於けるトウアチッド

に関する研究(2)．熱帯医学研究，2,103-138.

10）石井洋一（1956ルドロレス顎口虫の発育史に

関する研究．福岡医誌，47,1474-1494.

11）Koga，MandIshii，Ｙ・（1981）：Larval

gnathostomesfoundinreptilesinJapanand

experimentallifecｙｃｌｅｏｆＣ"αZhostomαブル

血PC"ic"〃．Ｊ・Parasito1.,67,565-570.

12）古賀正崇・石井洋一・赤羽啓栄・MaoShou‐

Ｐａｉ（1984）：中国産剛練顎口虫成虫Ｇ"αfAo‐福岡市販，台湾産および韓国産ドジョウの同定をして

（５２）



367

szowα/jiW血加と輸入ﾄﾞｼﾞｮｳ由来の顎口虫

成虫の走査電子顕微鏡的比較．寄生虫誌，33,

363-371.

13）駒屋銀治・北村包彦・小宮義孝・近藤末男

（1945）：長江流域におけるG7ZathoSZomaW‐

ｍｇｅ７ｗｚＯｗｅｎ，1836の第２中間宿主とその自

然感染について．上海自然科学研究所彙報,１５，
５－２２．

１４）近藤力王至・赤尾信明・高倉吉正・大西義博・

小西喜彦・吉村裕之（1984）：Iiill練顎口虫

（Ｇ"ａｔ/jostomα/ZiW”mFedtschenko，1872）

の走査電子顕微鏡像．寄生虫誌，33,577-586.

15）真子俊博・赤羽啓栄・岩田久寿郎・宮崎一郎

（1983）：中国産ドジョウの顎口虫寄生状況．寄

生虫誌，３２（Ｌ補)，31.

16）宮崎一郎・梅谷敬之（1951）：九州のカムルチ

イに寄生する顎口虫幼虫の形態．臨林と研究，

28,56-59.

17）宮崎一郎（1952）：日本産顎口虫３種の第２期

幼虫について．医学研究，22,1433-1441.

18）宮崎一郎・石井洋一（1952）：サンショウウオ

に被嚢する顎口虫の幼虫について．医学研究，

22,467-473.

19）西村猛・佐野龍蔵・福間利英・新家荘平

（1981）：輸入ドジョウを感染源とする顎口虫

症：輸入ドジョウにおける顎口虫幼虫の検出

成績．寄生虫誌，３０（増)，93.

20）西村猛・佐野龍蔵・福間利英・新家荘平

（1982）：輸入ドジョウを感染源とする顎口虫

症：輸入ドジョウにおける顎口虫幼虫の検出成

績（Ⅱ)．寄生虫誌，３１（２・補)，59.

21）西村猛（1983）：輸入ドジョウからの顎口虫

幼虫の検出と動物への感染実験．寄生虫誌，３２

（１・補)，３．

２２）大鶴正満・片桐正三（1958）：中国産の顎口虫

の種類について．寄生虫誌，7,644-649.

23）高倉吉正・赤尾信明・大西義博・近藤力王至・

吉村裕之（1984）：顎口虫および顎口虫症に関

する研究（２）子豚への感染実験と虫体の形

態．寄生虫誌，３３，（２・補)，53.

24）Wang，Ｐ.，Sun，Ｙ・andZhao，Ｙ、（1976）：

ＯｎｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆＣ"αZ/tosto"αhis‐

Ｐｉｃｍｍｉｎｔｈｅｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅｈｏｓｔｗｉthspecial

referencetoitstransmissionrouteinpigs、

ActaZooLSinica，22,45-52.

25）吉村裕之・大西義博・近藤力王至・高倉吉正・

荒木恒治（1983）：顎口虫および顎口虫症に関

する研究（１）ドジョウの調査と感染実験．寄生

虫誌，３２（増)，９７．

Figs、l-3Headbulbsofgnathostoｍｅｌａｒｖａｅｈａｖｉｎｇｆｏｕｒｒｏｗｓｏｆｈｏｏｋｌｅtsonthesurfaces・

Ｆｉｇ．１Ｓｍａｌｌｔｙｐｅｌａｒｖａ（Ｅ・Ｌ３）obtainedfromaloach

Fig、２Largetypelarva（ＡｄＬ３）obtainedfromaloach・

Ｆｉｇ．３Advancedthirdstagelarva（Ｒ,Ａｄ.Ｌ3）recoveredfromaratwhichhadorallyingestedthe
EL3fromloaches・

Figs、４ａｎｄ５ＴｈｅＥＬ３ｓｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄｉｎｔｈｅｓｔomachwallofloaches・

Ｆｉｇ．６AlarvaencapsulatedintheliverofａｆｒｏｇｗｈｉｃｈｈａｄｏｒａｌｌｙｔａｋｅｎｔｈｅＥＬ３fromloaches・

Fig70valshapedgenitalcell（Ｇ）ｉｎａｎＥＬ３、

Fig8DevelopingvulvainthelarvafromafroglOOdaysafterinfection（arrow)．

Figs、９ａｎｄｌＯＷｈｏｌｅｂｏｄｉｅｓｏｆａｓｍａｌｌｔｙｐｅｌａｒｖａ（ＥＬ３）ａｎｄａｌａｒｇｅｔｙｐｅｏｎｅ（ＡｄＬ３）

respectivelyobtainedfromloaches・

Figs、11-16Scanningelectronmicrographs

Fig・l1AnteriorsurfaceofEL3providedwithminutecuticularspines（about0.3/ｚｍｉｎｓｉｚｅ)．

Ｆｉｇ．１２ＴａｉｌｓｕｒｆａｃｅｏｆＥ・Ｌ３ｃｏｖｅｒｅｄｗｉｔｈｓｐｉｎｅｓｅｘｃｅｐｔｆｏｒｔｈｅｓｉｔｅｏｆｔｈｅｅｘｔｒｅｍｉｔｙ・

Fig.１３Anteriorbodyspines（about1.2/αｍｉｎｓｉｚｅ）ｏｆＡｄＬ３ｆｒｏｍｌｏａｃｈ・

Ｆｉｇ．１４PosteriorpartofAd・L3coveredwithspines・

Fig.１５AnteriorbodysurfaceofR,ＡdL3withregularlyarrangedspines（about2.0/ｕｍｉｎｓｉｚｅ)．

Ｆｉｇ．１６ＴａｉｌｅｎｄｏｆＲ,Ａｄ.Ｌ3．Thesurfaceissparselydottedwithｍｉｎｕｔｅｓｐｉｎｅｓ、Ｔｈｅｅｘｔｒｅｍｉｔｙ

ｈａｓｔｗｏｐａｐｉｌｌａｅ（arrows）laterallyandnospines．
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iAbstracti
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ＭＯＲＰＨＯＬＯＧＹＡＮＤＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬＩＮＦＥＣＴＩＯＮＳＯＦＧＮＡＴＨＯＳＴＯＭＥＬＡＲＶＡＥ

ＦＲＯＭＩＭＰＯＲＴＥＤＬＯＡＣＨＥＳ，ＭＩＳＧＵＲＮＵＳＡＮＧＵＩＬＬＩＣＡＵＤＡＴＵＳ

ＭＡｓＡＴＡＫＡＫＯＧＡ１)，ＪｕＮＫｏＩＳＨＩＢＡＳＨＩ１)，ＹｏＩｃＨＩＩＳＨＩＩ１)，

ＨＩＤＥｏＨＡＳＥＧＡＷＡ２)，ＤｏＮＧ－ＷＩＫＣＨＯＩ３）ＡＮＤ

ＴｓＡＮ－ＹＩＮＧＬＯ４）

(1)ＤｅＰａｒＺ'"ど"ＺｏＬ/ＰαγαsiZoZogy，ＦａｃＷｌｙｑ／MMici"e，Ｋｊﾉ2Ｍ'4Ｕ"iuピバノbﾉ，ハノｈＭａ８Ｉ２，

〃のα〃；２)ＤどPα〃'"e"ＺｏｆＰａｒａｓ/ZoZogy，Ｓｃ/iooルプＭＭｉｃｉ"e，Ｕ"iueがiZyoL／Zhe

Ryl4Ay"s，Ｏ肺α、α903-01,Ｊ`Ｗ〃；３)DCPαγZ"ze"ＺｏプルraSiZoZogy，

Ｓｃ/iooZo′ＭＭ/ci"e，Ｋｙ""gPMMJZio"αＺＵガノueバノ〃，Ｔａｅｇ"，

ＫＯγどα；４)C/ｉｉａ－Ｙｉ，TtJizuα"，RCP"6ＪｉｃｏｆＣﾉｶﾉ"α）

Ｗｅｅｘａｍｉｎｅｄ４,４６１１oachespurchasedinacitymarketinFukuokaCityandfound576

gnathostomelarvae、Weallottedthemtotwogroups，ｓｍａｌｌｔｙｐｅ（about０．８ｍｍlong）andlarge

type（about３．０ｍｍlong)．Thesmalllarvaewereregardedastheearlythirdstage（ＥＬ３）and

theotheronesweretheadvancedthirdstage（ＡｄＬ３)．Ｍｏｓｔ（98％）ofthelarvaecollectedfrom

theloachesbelongedtotheE.Ｌ３，ａｎｄｆｅｗｗｅｒｅｔｈｅＡｄＬ３・

ＴｈｅＥＬ３（Ｃ"αZhosZo"Jα肋Ｐｉａ""z）wereparasiticinthestomachwallofthoseloaches，

regardlessofwhethertheywereencapsulated（0.15-0.23ｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ）ｏｒnot、Theyhad

fourrowsofhookletsontheｈｅａｄｂｕｌｂＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｈｏｏｋｌｅｔｓｏｆｅaｃｈｒｏｗｗａｓ３２－３８（average

36)，37-41（40)，39-44(42)ａｎｄ42-48(45)posteriorly・Ｔｈｅwholebodywasencircledbyl87-214

transversestriationsofminute，cuticularspines・Onepairofcervicalpapillaewassituatedbetween

thelOthandl3thofthetransversestriation，whichappearedelevatedfromthetegumenLNo

papillaewereobservedatthetailextremitybyscanningelectronmicroscope（SEM)．

ＴｈｅＡｄ・L3werefoundtobeencapsulated（about0.73ｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ）inthevisceraof

theloaches・Ｔｈｅｙａｌｓｏｈａｄｆｏｕｒｒｏｗｓｏｆｈｏｏｋｌｅｔｓｏｎｔｈｅｈｅａｄｂｕｌｂ，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｗｈｉｃｈｗａｓ

４２，４０，４５ａｎｄ４８，respectively・ThecervicalpapillaeweresituatedaroundthelOthandllth

transversestriationsandlookedelevatedfｒｏｍｔｈｅｔｅｇｕｍｅｎｔｂｙＳＥＭ・ＳｉｎｃｅｔｈｅpresentAd・L3were

notidentified,theywerecomparedwiththeadvancedthirdstagelarvaeofG"αZ/zosZo"zａｓが"ｉｇｗｗ"z

obtainedinChina、BecauseithasbeenreportedthatthｅＧ．”/"igc7""zlarvaeweremainlyfound

inthevisceraoffreshwaterfishinChina，TherewerenomarkeddiHerencesbetｗｅｅｎｔｈｅm

exceptforthenumberoftransversestriationsontheirbodies，ｔｈｅｆｏｒｍｅｒｗａｓｌ８７ａｎｄｔｈｅｌａｔｔｅｒ

ｗａｓ２４２．However，ｉｔｓｅｅｍｅｄｔｏｂｅｄｉＨｉｃｕｌｔｔｏｉｄｅｎｔｉｆｙｔｈｉｓＡｄＬ３ａｔｔｈｅｌａｒｖａｌｓｔａｇｅ・

ＷｅｆｅｄｔｈｅＥ､Ｌ３ｔｏｖａｒｉｏｕｓａｎｉｍａｌｓｓｕｃｈａｓ６ｆｒｏｇｓ，１３rats，ｏｎｅｃａｔ，ｏｎｅｄｏｇａｎｄｔｗｏ

ｐｉｇｓ・Ａｌｌｆｒｏｇｓａｎｄｒａｔｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄｔｏｂｅｉｎfectedbuttheotherswerenot・Thelarvaeobtained

fromfrogsincrｅａｓｅｄｉｎｓｉｚｅｔｏ1.19-2.43ｍｍａｔｄａｙｓ２３，andtheyallbecameencapsulatedinthe

stomach，liverandmesenteryatdayslOOpostinfection，ｂｕｔｔｈｅｙｒｅｍａｉｎｅｄｉｎａｌｍｏｓｔｔｈｅｓａｍｅ

ｓｉｚｅａｓｔｈｅｄａｙｓ２３・Theyhaddevelopingvulva（Fig.８）ｔｈｏｕｇｈｔｈｅＥＬ３ｈａｄｏｎｅｏｖａｌｓｈａｐｅｄ

ｇｅnitalcell（Fig.７）beforeinfection、Theratswereeasilyinfectedwiththelarvae，which

increasedtoabout3､7mminsizeandwereencapsulatedmainlyinskeletalmusclesatdays60-

90postinfection・ＷｈｅｎｏｂｓｅｒｖｅｄｂｙＳＥＭ，ｔｈｅｙｈａｄｔｗｏｐａｐｉｌｌａｅａｔｔｈｅｔａｉｌｅｘｔremitywhereno

spineswereseen・Theselarvaefromraｔｓｗｅｒｅｇｉｖｅｎｔｏｔｗｏｐｉｇｓ，orallyandintraperitoneally

respectively，ｂｕｔｎｏｗｏｒｍｓｗｅｒｅｄｅｔｅｃｔｅｄｉｎｔｈｅｓｅｐｉｇｓ，ＴｈｅＡｄ,Ｌ３ｆｒｏｍｌｏａｃｈｅｓｗｅｒｅｇｉｖｅｎｔｏ

ｏｎｅｒａｔ，ｔｗｏｆｅｒｒｅｔｓａｎｄｏｎｅｃａｔｂｕｔｎｏｉｎｆｅｃｔionoccurred．
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